
法改正に伴い、最大で育児休業した期間全てを勤務したものとみなし、職員の給与調整を行う
１％支給されていた職員の地域手当の率を、４月１日より０％（支給しない）とする
職員で構成している指定管理者審査委員会を専門的知識を有する方等で構成する
消防団員の定数855人を、実団員数に相当する790人に改める
飯塚地区消防組合の副組合長の数を１人増員し、２人とする

○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決
○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

＊○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

○可　　決

継 続 審 査

議案 第 ５号
　〃 第 ６号
　〃 第 ８号
　〃 第17号
　〃 第21号

国民健康保険税の徴収を年金から天引きできるようにする 

次世代育成支援対策の推進に関し必要な措置について協議する

高齢者福祉計画・介護保険事業計画の策定及び見直しの円滑な実施を図る

本年4月から施行される後期高齢者医療制度の嘉麻市の事務について定める

学校給食の運営に関し必要な事項について審議する

4月から施行される後期高齢者医療特別会計を新たに設置する

税率改正を行い、4月から施行される後期高齢者医療広域連合への支援金分を確保する

山田ふれあいハウスの使用料の端数処理を行う

法改正に伴い、文言の整理を行う

後期高齢者医療制度が施行されることに伴い、所要の整備を行う

法改正に伴い、関係条例の文言の整理を行う

法改正に伴い、国保加入者の就学前までと70歳以上の方の医療費の負担割合を2割とする

税制改正により介護保険料が大幅に上がる方について、19年度に引き続き激変緩和措置を講じる

スイミングプラザなつきとなつきの湯の併用利用料金の利用者区分の統一を行う

鴨生郵便局で、住民票の写しと印鑑証明の交付を取り扱う

平成19年度　国民健康保険事業特別会計補正予算（第3号） 

平成19年度　老人保健事業特別会計補正予算（第3号）

平成19年度　介護保険事業特別会計補正予算（第3号）

平成20年度　国民健康保険事業特別会計予算

平成20年度　老人保健事業特別会計予算 

平成20年度　後期高齢者医療特別会計予算

平成20年度　住宅新築資金等貸付事業特別会計予算

平成20年度　介護保険事業特別会計予算

小学校を対象に「書写・書道教育」の教育特区を申請することを請願する

議案 第68号

　〃 第 １号

　〃 第 ２号

　〃 第 ３号

　〃 第 ４号

　〃 第 ７号

　〃 第 ９号

　〃 第10号

　〃 第11号

　〃 第12号

　〃 第13号

　〃 第14号

　〃 第15号

　〃 第18号

　〃 第22号

　〃 第24号

　〃 第25号

　〃 第26号

　〃 第28号

　〃 第29号

　〃 第30号

　〃 第31号

　〃 第32号

請願第 １ 号

総務財政委員会

誘致企業の奨励措置の適用要件を拡充する
１％支給されていた水道事業職員の地域手当の率を、４月１日より０％（支給しない）とする
平成20年度　水道事業会計予算

○可　　決
○可　　決
○可　　決

議案 第16号
　〃 第19号
　〃 第33号

産業建設委員会 

平成19年度　一般会計補正予算（第5号）
平成20年度　一般会計予算

○可　　決

＊○可　　決

議案 第23号
　〃 第27号

予算特別委員会

任期満了に伴い、嘉麻市及びふくおか県央環境施設組合公平委員に引き続き松隈善之氏を選任する
任期満了に伴い、人権擁護委員に引き続き貞松陽子氏を推薦する

○同　　意

○同　　意

○可　　決

○可　　決

＊△可　　決

○可　　決

○可　　決

議案第 20号

諮問第   １号

委員会提出議案第１号 

　　　　〃　   第２号 

議員提出議案　第１号 

議員提出意見書第 １号 

議員提出決議　第１号 

嘉麻市議会議員の次回の一般選挙から選挙区を廃止する

資産等報告書の提出期限を１ヶ月早め、報告義務者の範囲を改める

嘉麻市議会議員の次回の一般選挙から、議員の定数を２２名とする

道路特定財源の暫定税率を堅持し、関連法案を年度内に成立させるよう国に要望する

道路特定財源の暫定税率を堅持し、関連法案を年度内に成立させるよう国に要望する

その他

民生文教委員会

議案の結果一覧
各委員会で審査された議案を本会議で採決した結果

○・・・全会一致
△・・・賛成多数
＊・・・討論あり 人事案件

意見書・決議

請　願

　

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か
県

央
環
境
施
設
組
合
公
平
委
員

会
委
員
の
選
任
及
び
人
権
擁

護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意

し
ま
し
た
。

　

委
員
の
氏
名
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

　

現
行
の
道
路
特
定
財
源
の

暫
定
税
率
及
び
地
方
道
路
整

備
臨
時
交
付
金
制
度
が
廃
止

さ
れ
た
場
合
に
は
、国
に
お
い

て
は
、１
兆
６
千
億
円
規
模
の

減
収
が
生
じ
、嘉
麻
市
で
は
、

１
億
５
千
万
円
規
模
の
減
収

が
生
じ
る
こ
と
と
な
り
、道
路

の
新
設
は
も
と
よ
り
、本
市
の

道
路
整
備
は
深
刻
な
事
態
に

陥
る
こ
と
に
な
る
。

　

よ
っ
て
、国
に
対
し
道
路
特

定
財
源
の
暫
定
税
率
を
堅
持

し
、関
連
法
案
を
年
度
内
に
成

立
さ
せ
る
よ
う
要
望
す
る
も

の
で
す
。

　

本
市
の
小
学
校
を
対
象
に

「
書
写
・
書
道
教
育
」の
教
育
特

区
を
申
請
す
る
こ
と
を
請
願

す
る
も
の
で
す
。

　

特
区
が
認
可
さ
れ
た
場
合

の
案
と
し
て
は
、研
究
指
定
校

制
と
し
、１
小
学
校
の
み
で
３

〜
６
年
間
実
施
し
、初
年
度
は

１
学
年
の
み
、次
年
度
は
２
学

年
ま
で
拡
大
す
る
と
い
う
も
の

で
す
。

　

民
生
文
教
委
員
会
に
お
い
て

は
、12
月
に
特
区
申
請
の
一
般

質
問
が
な
さ
れ
、校
長
会
で
報

告
さ
れ
ま
し
た
が
、手
を
上
げ

る
学
校
は
な
く
、学
校
側
も
消

極
的
な
の
で
、実
情
を
良
く
調

べ
て
判
断
し
た
い
と
の
報
告
が

あ
り
、本
会
議
に
お
い
て
も
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
付
で
、次
の
２

名
が
新
た
に
議
会
事
務
局

の
一
員
と
な
り
ま
し
た
。

　

議
会
を
通
し
て
、嘉
麻
市

発
展
の
た
め
、尽
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

道
路
特
定
財
源

の
確
保
に
関
す
る

意
見
書

※

決
議
内
容
は
、意
見
書
と
同

　

内
容

道
路
特
定
財
源

の
確
保
に
関
す
る

決
議

嘉
麻
市
及
び
ふ
く
お
か

県
央
環
境
施
設
組
合

公
平
委
員
会
委
員

 

松
隈
善
之 

氏（
碓
井
）

人
権
擁
護
委
員

 

貞
松
陽
子 

氏（
山
田
）

人 

事 

異 

動

議
事
課
庶
務
係
長

　
　

坂
口 

真
理
子

議
事
課
議
事
係

　
　

樋
口
　
　

靖
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